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研究成果の概要（和文）：ESP 文献総覧データベース、ニーズ分析データベース、教材アーカ
イブ、ビデオアーカイブの４つのデータベースを構築し、ESP 研究プラットフォームサイトの
基礎とした。また、ESP 研究プラットフォームを紹介するとともに、ビデオアーカイブ構築の
一環として講演を収録するために、ESP セミナーを実施した。さらに、ESP 研究プラットフ
ォームの概要と、セミナーでの講演に基づいた論文をまとめた冊子を発行した。 
 
研究成果の概要（英文）：We constructed four databases, including “ESP Reference 
Database,” “Needs Analysis Database,” “Archive of ESP Teaching Materials,” and “Video 
Archive of ESP Lectures,” which are supposed to be basic contents of a platform site for 
ESP Research. We also held an ESP seminar to show the design of the platform site and to 
record ESP lectures for the video archive. In addition, we issued a repot that contained 
articles based on the lectures in the seminar. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2008 年度 1,600,000 480,000 2,080,000 
2009 年度 1,500,000 450,000 1,950,000 
2010 年度 500,000 150,000 650,000 

総 計 3,600,000 1,080,000 4,680,000 
 
 
研究分野： テクニカルコミュニケーション、辞書学 
科研費の分科・細目：言語学・外国語教育 
キーワード：ESP、データベース、アーカイブ 
 
１．研究開始当初の背景 
ESP 研究者が文献情報を得るためのツール
の一つに国立国会図書館の文献検索がある
が、ESP 関連の情報収集に限って言えば、こ
のシステムはかなり非効率なものである。た
とえば、2001 年以降の雑誌記事検索で「ESP」
をキーワードとして検索すると、研究開始前
の 2007年９月現在、788件がヒットしたが、
それぞれの記事は、ESPecially といった単語
や、enhanced serial port など別の複合語の
略語である ESP がヒットしており、English 
for Specific Purposesの意味でのESPは数え
るほどしか見当たらなかった。一方、ESP の
重要概念の一つである「ニーズ」と「ESP」

の両方をキーワードとして検索した場合、13
件がヒットし、そのうち 11 件は求める ESP
文献であったが、その両方のキーワードを含
む重要文献である、寺内(2006)が検索されな
いというような問題が数多く見られた。さら
に、教科書、シラバス、ホームページなど、
研究文献以外の情報を包括的に得られるサ
イトは当時存在しなかった。このように、研
究のための情報収集の環境が整備されてい
ないため、内容的に類似した研究や調査報告
が重複して発表されている例が散見される
という背景があった。 
 
２．研究の目的 



上述のような背景を踏まえ、本研究は、ESP
研究分野をターゲットとして、研究者が、
ESP 関連情報を「網羅的に」かつ「素早く」
収集できるような ESP 研究の土台となる「研
究プラットフォームサイト」を構築すること
を目的とした。このサイトは、ESP 文献総覧
データベース、ESP 研究者総覧、ニーズ分析
データベース、ESP 関連ホームページへのリ
ンク、ESP 授業や講演のビデオおよび教材ア
ーカイブの５つのデータベースで構成する
ことを意図した。 
 
３．研究の方法 
各データベース別に担当を割り振り、研究者
の人的ネットワークに呼びかけて、データ提
供の協力を受けながら作業を進めた。データ
ベースの検索ツールは、研究分担者である神
谷が開発を担当し、全体の進捗は研究代表者
である森口が管理することとした。作業の進
捗状況に加えて、権利関係や個人情報の観点
から、研究者総覧、ビデオアーカイブなどは
見直し、必要に応じてデータベース同士の統
合や分割も行った。 
 
４．研究成果 
(1) ESP 文献総覧データベース 
①プラットフォーム構想の中核となるデー
タベースであり、国内の論文、記事、書籍、
研究報告書、学位論文、シラバス、口頭発表
の書誌情報を提供する。また、各データは、
人文系、社会系、理工系、医療系、学際的領
域・その他、全般の６分野のいずれかに分類
され、データベース利用者は分野から文献を
探すことも可能となる。ESP 関連文献の定義
や分野の選択は入力者に一任し、特に管理は
行わなかった。現在、909 件のデータが収録
されており、内訳は、論文 214 件、記事 24
件、書籍 93 件、研究報告書 39 件、教科書
303 件、学位論文 5 件、ホームページ 12 件、
シラバス 13 件、口頭発表 206 件となってい
る。 
②さらに、論文データの内訳は、人文系 9 件、
社会系 63 件、理工系 45 件、医療系 26 件、
全般 60 件、学際的領域・その他 11 件となっ
ている。それぞれの分野においては、社会系
ではビジネス商業英語が多く、人文系には、
文学、ファッション、理容・美容などが見ら
れる。「学際的領域・その他」と「全般」と
は切り分けがうまくなされておらず、見直し
が必要と考えられる。文献の年代としては、
1988 年から 2008 年までが収録されており、
2009 年以降のものはまだ収録されていない。 
 
(2) ニーズ分析データベース 
①情報収集に際しては、まず初めに Web サ
イトを作成し、大学英語教育学会（JACET）
の ESP 関連の会議や研究会において情報提

供を呼びかけた。さらに、科学研究費補助金
データベース、Google Scholar を利用して、
「ニーズ」、「英語（外国語）教育（学習）」
をキーワードにした検索を行い、資料の収集
を行った。2010 年 12 月現在では、合計 94
点の資料を収集することができた。 
②入手資料については、論文名（課題名）、
著者名（研究者名）、発行年などの研究基本
情報に加えて、ニーズ分析関連の資料として
重要となる「調査方法」、「調査対象」、「調査
人数」、「調査内容」、「備考（論文などに含ま
れた具体的な資料）」、「URL（論文などの現
物を入手できるインターネットサイト）」を
一覧としてまとめた。一覧については、Web 
サイト（http://www.naito-lab.net/needs/）に
おいて公開している。また、入手資料の情報
検索ができるように、JACET ESP Database
（http://www.antlab.sci.waseda.ac.jp/espdb
/）に登録を行った（ただし、JACET ESP 
Database は、2010 年 12 月現在、会員登録
しなければ利用することができない）。研究
基本情報以外の各項目については、研究分担
者である内藤が入手資料を実際に閲覧して、
記載内容を決めて行くという方法を取った。 
 
(3) 教材アーカイブ 
①まず、大学英語教科書を出版している大手
出版会社９社の大学英語教科書から、現在流
通している ESP 大学教科書を取り寄せ、そ
れらの教材のデータ273件を蓄積していった
（2010 年 5 月時点）。当該教科書取り寄せ
方法であるが、恣意的に教科書を指定して取
り寄せたのではなく、協力してくれた出版社
が、ESP 教科書として出版しているものを
網羅的に送ってもらうという方法をとった。
その後、研究分担者である深山と研究協力者
の椋平の 2 人で、専門分野(Field)・タイトル
(Title)・著者(Author)・編者(Editor)・使用言
語 (Language)・出版社 (Source)・出版年
(Date)・ページ数 (From-To)・ジャンル別 
(Key words)・備考(Comment)を分析し、基
本情報とした。キーワード欄には、ジャンル
分析アプローチを用いているかどうか、備考
欄には、レベル・スキル別分析結果など付加
情報を入力している。 
②分野に関しては、日本の大学英語教科書は、
「理工系」と「医療系」を含む「理系分野」
が圧倒的多数を占め、「文系分野」の ESP に
ついては、海外の教科書に頼っていること、
細目分野としては、「理系分野」では「理工」
が圧倒的多数を占め、「文系分野」では「ビ
ジネス」が多いことが分かった。 
③内容については、全市販教科書のうち、76 
パーセントは、それぞれの分野の話題を集め
て 専 門 用 語 や 表 現 に 焦 点 を 当 て た
EGSP(English for general specific 
purposes)教科書と分類されるものであり、



ジャンル分析の視点を取り入れた本格的
ESP 教材は、24 パーセントしかなかった。 
 
(4) ビデオアーカイブ 
当初は、ESP の授業や ESP に関連する講演
やセミナーをビデオに収録することを目的
としたが、授業や学会講演は権利関係が問題
となるために断念し、関西 ESP 研究会にお
ける講演 10 件と本プロジェクトの一環とし
ての ESP セミナーにおける講演 11 件をビデ
オアーカイブとして録画した。 
 
(5) ESP 研究者総覧 
研究者総覧の存在意義はあると考えられる
が、個人情報の観点から構築を断念した。 
 
(6) ESP 関連ホームページ 
データベースとしての充分な件数がまだ集
まっていない。 
 
(7) ESP セミナー 
本プロジェクトの紹介、上記ビデオアーカイ
ブへの収録、ESP の普及を目的として、2010
年 2月に、以下の内容でセミナーを開催した。 
 
「ESP の理論」野口ジュディー 
「科研プロジェクト報告」森口稔  
「ESP の実践」内藤永 
「要約課題を通じたジャンル分析力の育成
―医学部における授業実践」草薙優加 
「EGP から ESP への橋渡し―生物資源科学
部における授業実践」山崎敦子 
「工学系 ESP の教育・研究実践報告」馬場景
子 
「工業英語を取り巻く教育環境」倉内早苗 
「自律した学習者を目指して－グループ活
動を用いたビジネス英語の授業実践」山内ひ
さ子 
「観光英語の授業実践」椋平淳 
「ジャンル導入教材としてのポップソング」 
「実践報告総括」山内ひさ子  
「ESP の展望」寺内一 
 
(8) 報告冊子発行 
プラットフォーム構想の概要に加えて、セミ
ナーでの講演に基づいた論文を収録した冊
子を発行した。プラットフォームは、ＥＳＰ
に慣れていない英語教員の使用も念頭にお
いたことでもあり、冊子の第１部は、ＥＳＰ
の概論的な論文と、プラットフォームの 
概要を紹介する論文から成る。第２部は、各
論として、セミナーでの講演を元とした分野
別の報告に関する論文を掲載した。 
 
５．主な発表論文等 
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〔その他〕（計 5件） 
ホームページ等 
①ESP 関連文献総覧データベース 検索ツー
ル for Windows XP/Vista/7 
（ http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/esp_a
rchive/ESP_Bunken_Search_20101201_win.z
ip） 
②ESP 関連文献総覧データベース 検索ツー
ル for MacOS X 
（ http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/esp_a
rchive/ESP_Bunken_Search_20101201_mac.z
ip） 
③http://www.naito-lab.net/needs/ 
④
http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/esp_arc
hive/ 
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⑤森口稔、神谷健一、寺内一、内藤永、野口
ジュディー、深山晶子、幸重美津子、草薙優
加、山崎敦子、馬場景子、倉内早苗、山内ひ
さ子、椋平淳、服部圭子『情報爆発型社会に
おけるESP 研究プラットフォームサイトモ
デルの構築』、2011 
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